





















は、機能的核磁気共鳴画像法（functional magnetic resonance imaging: fMRI）等
の脳機能実験を通してその感覚の神経基盤が検討されており、オノマトペの音
象徴の感受に右半球の上側頭溝（superior temporal sulcus: STS）の働きが示唆さ




前帯状皮質（anterior cingulate cortex: ACC）と前島皮質（anterior insula: AI）が
痛みの共感の認知に重要な役割を担うことが一貫して支持されている（Singer 




























負荷がかからないことが中側頭回（middle temporal gyrus: MTG）や上側頭回
（superior temporal gyrus: STG）等の左側頭葉の活動から示唆された。また、副
詞と異なりオノマトペは、表現される痛みの強さに応じて、共感領域である
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temporal gyrus: MTG）や左上側頭回（superior temporal gyrus: STG）の活動から示唆された。
またオノマトペは、表現される痛みの強さに応じて、共感領域として知られる前帯状回
（anterior cingulate cortex: ACC）や前島皮質（anterior insula: AI）の活動が強まり、痛みのオ
ノマトペが感情的共感の責任領域であるという先行知見を支持した。これらの領域の活動
は、感情的共感能力が高く、感情同定が困難な個人においてより亢進し、自ら経験しない他
者の痛みを強く感じる可能性を示唆した。さらに、痛みの客観的言語表現には左の側頭-頭頂
接合部（temporo-parietal junction: TPJ）が活動するのに対して、主観的言語表現（オノマトペ
と副詞）では右のTPJが亢進した。心の理論（認知的共感）領域と言われるTPJの左右差が、
言語表現の主観性と客観性の対立を峻別する可能性を示唆した。最後に、そうした母語話者
におけるオノマトペを介した感情経験は、非母語話者においては弱いことを例証した。 
 以上のように本論文は、人間の生命維持に不可欠の感覚機能である痛みを理解する際に、
日本語母語話者はオノマトペという語彙に強く感情的に依存していることを実証的に示し
た。言語機能や感情機能に障害を抱える日本母語話者、また外国人日本語学習者との望まし
い言語コミュニケーションのあり方を模索する上で有用な基礎的知見を提供したといえる。
よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与される資格を有すると認められる。 
